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【研究の要旨】 
1) 産婦人科医療提供体制の現状を把握し、その情報を適切に社会に提供する方法を検討するこ

とを目的として、以下の活動を行った。 
(ア) 先行研究よりの継続研究である website「周産期医療の広場」の活動を継続した。 
(イ) わが国の分娩取扱医療機関情報提供体制システムを構築し、「周産期医療の広場」から

情報提供を行った。 
① サイト全体としてのページビューは、施設検索機能が稼働した平成 23 年 3 月以降

急増した。 
② PC サイトのページビューは、平成 22 年度の 51,260 件、平成 23 年度は 365,301

件、平成 24 年度は 599,868 件、平成 25 年度は平成 26 年 2 月 20 日までで 731,752
件だった。 

③ 分娩取扱医療機関情報提供システムには、非常に大きな社会的なニーズがあるこ
とが明らかになった。 

2) 全分娩取扱施設情報を施設機能ごとにリスト化し、自在に縮尺を変えて地図表示し、さらに
その施設の診療能力によって絞り込み検索を可能とすることにより、わが国全体、及び各地
域の周産期医療提供体制の実情を、さらに容易に検索できるシステムを構築した。このよう
なシステムをさらに充実させることにより、周産期医療提供体制の改善の方策立案が容易に
なると考えられた。また、同様のシステムを用いて、他の診療領域の施設情報の提供も十分
可能と考えられ、今後、検討されるべき課題であると考えられた。 
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【研究目的】  

1) 先行研究「周産期救急医療体制と分娩環

境の安定的確保」『周産期医療情報の提

供方法に関する研究』（平成 23 年度厚

生労働科学研究費補助金（成育疾患克服

等次世代育成基盤研究事業）「地域にお

ける周産期医療システムの充実と医療

資源の適正配置に関する研究」（H21-

子ども-一般-００２）研究代表者 海野

信也）よりの継続研究である website

「周産期医療の広場」の活動を継続し、

その充実をはかることを目的とした。 

2) 地域における産科医療を提供する医療

機関及び医師に関する情報を、関係学会

及び専門家の了解及び協力を得てリス

ト化し、そのリストに基づいて医療機関

の位置と診療機能を容易に検索できる

地図を作成し、インターネットから一般

に公開する。 

3) このような情報提供を行うことによっ

て、国民及び行政関係者等が、常にこの

領域の医療提供体制に関するもっとも

信頼できる情報に容易に検索しアクセ

ス可能な体制を整備する。 

4) 最新の情報提供を行うことにより、地域

における成育医療提供体制の実態を、全

地域において可視化することが可能と

なり、行政において、地域間、診療分野

間でバランスのとれた施策立案を可能

にする。 

 

【研究方法】 

1) 研究班 website「周産期医療の広場」の

活動の継続 

(ア) 分娩取扱医療機関情報の更新：平

成 25 年度は 5 月と 12 月に全面的

な調査及び更新を行った。 

 

2) 研究班 website「周産期医療の広場」の

機能向上と操作性改善を目的として、以

下のような改造を行った。 

(ア) 施設検索機能の充実：「生殖補助医

療登録施設検索」機能の新設を行

った。 

(イ) PC 版の改良：検索機能及びキーワ

ード機能の充実（平成 25 年度） 

(ウ) スマートフォン版の改良：施設検

索画面の配置の変更（平成 25 年度） 

 

【研究結果】 

1) 研究班 website「周産期医療の広場」の

活動 

(ア) 周産期医療最新情報を、順次「周

産期医療の広場」の「トピックス」

「周産期関連情報」「報告書」のコ

ーナーに掲載し、公開した。掲載

情報数は以下の通りとなっている。 

 

年度 トピックス 
周産期関連

情報 
報告書等 

21 20 32 

51 
22 46 67 

23 45 115 

24 34 42 

25 26 51  

(イ) 平成 23 年 3 月 9 日より掲載を PC

サイトと携帯サイトの双方で開始

した都道府県・市町村別の分娩取

扱医療機関の施設情報は、各都道

府県の全国ＭＦＩＣＵ連絡協議会

参加施設等から情報提供を受け、

適宜更新を行った。 
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【考察】

1) 研究班

活動：

ップを作成し、公開

(イ) 検索機能の充実：

① サイト内検索機能の付加：

れまでの検索機能は、項目ご

とにあらかじめ入力したキー

ワード

だったが、これを、各記事内

のテキストを検索できるよう

に改めた。

 

② 「話題のテーマ」というボタ

ンを設け、関心の高い特定の

テーマについては、ワンクリ

ックで関連記事を一括検索で

きる機能を付加した。
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かし、平成

のの、アクセスの減少傾向が認め

られ、携帯電話端末からスマート

フォン端末への乗り換えが起きて

いる可能性が示唆された。また、
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ける面があることが指摘された。

(ウ) このような状況に対応するため、

スマートフォンからの利用に特

したサイトの立ち上げを決定し。

平成24

しかし、

ついては、

したにもかかわらず

アクセス数が限定されている

現状である

ォンサイトの操作性に課題がある

と考えられ、より操作しやすい画

面構成を検討する必要があると考

クセス状況について 

「周産期医療の広場」の

トは平成 23 年 3

が急速に増え、それ以前の

となった後、漸増傾向が続いて

いる。その理由としては施設検索

機能を付加し、情報提供を開始し

たことがもっとも大きいと思われ

 

携帯サイトについても、施設検索

機能を中心にアクセスの増加がみ

とめられ、地図検索機能を有する

サイトに匹敵するアクセス数

になっている。この事実は情報提

供における携帯電話端末の重要性

を示唆するものと考えられる。

かし、平成 24 年度は変動はあるも

のの、アクセスの減少傾向が認め

られ、携帯電話端末からスマート

フォン端末への乗り換えが起きて

いる可能性が示唆された。また、

スマートフォン端末では、ＰＣサ

イト画面が細かすぎて操作性にか

ける面があることが指摘された。

このような状況に対応するため、

スマートフォンからの利用に特

したサイトの立ち上げを決定し。

24年11月に運用を開始した

しかし、スマートフォンサイトに

ついては、開設が

したにもかかわらず

アクセス数が限定されている

現状である。現状ではスマートフ

ォンサイトの操作性に課題がある

と考えられ、より操作しやすい画

面構成を検討する必要があると考

 

「周産期医療の広場」の PC

3 月以降、アクセス

が急速に増え、それ以前の 10

となった後、漸増傾向が続いて

その理由としては施設検索

機能を付加し、情報提供を開始し

たことがもっとも大きいと思われ

携帯サイトについても、施設検索

機能を中心にアクセスの増加がみ

とめられ、地図検索機能を有する

サイトに匹敵するアクセス数

になっている。この事実は情報提

供における携帯電話端末の重要性

を示唆するものと考えられる。

年度は変動はあるも

のの、アクセスの減少傾向が認め

られ、携帯電話端末からスマート

フォン端末への乗り換えが起きて

いる可能性が示唆された。また、

スマートフォン端末では、ＰＣサ

イト画面が細かすぎて操作性にか

ける面があることが指摘された。

このような状況に対応するため、

スマートフォンからの利用に特

したサイトの立ち上げを決定し。

月に運用を開始した

スマートフォンサイトに

開設が 1 年以上が経過

したにもかかわらず認知度が低く、

アクセス数が限定されている

現状ではスマートフ

ォンサイトの操作性に課題がある

と考えられ、より操作しやすい画

面構成を検討する必要があると考

PC サイ

月以降、アクセス

10 倍以

となった後、漸増傾向が続いて

その理由としては施設検索

機能を付加し、情報提供を開始し

たことがもっとも大きいと思われ

携帯サイトについても、施設検索

機能を中心にアクセスの増加がみ

とめられ、地図検索機能を有する

サイトに匹敵するアクセス数

になっている。この事実は情報提

供における携帯電話端末の重要性

を示唆するものと考えられる。し

年度は変動はあるも

のの、アクセスの減少傾向が認め

られ、携帯電話端末からスマート

フォン端末への乗り換えが起きて

いる可能性が示唆された。また、

スマートフォン端末では、ＰＣサ

イト画面が細かすぎて操作性にか

ける面があることが指摘された。 

このような状況に対応するため、

スマートフォンからの利用に特化

したサイトの立ち上げを決定し。

月に運用を開始した。

スマートフォンサイトに

年以上が経過

認知度が低く、

アクセス数が限定されているのが

現状ではスマートフ

ォンサイトの操作性に課題がある

と考えられ、より操作しやすい画

面構成を検討する必要があると考



5 
 

えられる。 

 

2) 分娩取扱医療機関検索機能の意義につ

いて 

(ア) 本研究で作成した分娩取扱医療機

関検索機能にはこれまでの民間あ

るいは行政が作成し、インターネ

ット上で提供されている分娩施設

データベースと比較して、以下に

示すようないくつかの特徴を有し

ている。 

① 情報の提供者が産科医療の専

門家であること。提供情報の

内容が、ほぼ全分娩施設が参

加している産科医療補償制度

のデータ提供を受け、これを

産科医療の専門家が補正した

上で、産科医療の専門団体で

ある日本産科婦人科学会、日

本産婦人科医会の承認を前提

としたものであること。 

② 提供情報について、各地域の

産科医療の専門家及び分娩施

設からの直接の積極的な情報

提供によって更新を行ってい

ること。 

③ その表示範囲を自在に調節可

能な地図表示機能を備えるこ

とによって、行政単位の枠に

とらわれず、分娩施設の位置

関係を明確にすることが出来

ること。 

(イ) このため、「周産期医療の広場」の

施設検索機能を用いることによっ

て、これまでは難しかった分娩施

設に関する確実な情報に簡便なア

クセスが可能になった。それによ

り、以下に示すような効果が期待

できると考えられる。 

① 妊婦・一般市民 

1. 受診可能な最寄りの分娩

取扱医療機関を容易に検

索でき、連絡のために必

要な情報を得ることがで

きる。 

2. 地域の周産期医療体制の

概要を把握することがで

きる。 

② 医療機関 

1. 地域の周産期医療体制の

概要を把握できる。 

2. 他施設ウェブサイトの検

索が容易、情報提供方法

を比較検討できる。 

3. 他地域の医療機関への紹

介が容易 

③ 地方自治体 

1. 地域の周産期医療体制の

概要を把握できる。 

2. 周辺地域と自地域の関係

が把握しやすいので、合

理的な施策立案ができる。 

3. 自地域と他地域を比較し

て、必要な施策の検討が

できる。 

④ 国 

1. 全国の周産期医療体制の

概要を網羅的に把握でき

る。 

2. 地域の特性を理解しやす

い。 

(ウ) 本研究で開発を続けている施設検
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索機能を用いることによって、全

国の分娩取扱施設の位置的な分布

状況を誰でも、いつでも、どこか

らでも把握することが可能となっ

た。 

(エ) 今後は、提供情報の内容を充実さ

せることにより、地域周産期医療

提供体制の実態を総合的に把握、

評価するための重要なツールとし

てさらに有効に機能することが期

待できる。また、他の診療領域に

おいても同様な施設リストを作成

し地図表示することによって、医

療提供体制の充実と医療へのアク

セスの向上に寄与できる可能性が

示唆された。 

3) 生殖補助医療登録施設検索機能につい

て 

(ア) 施設情報の提供が、社会に対して

意味を持つためには、提供される

情報の内容が正確であることと情

報提供が安定的に継続してなされ

ることが必要不可欠である。本研

究では、分娩取扱施設情報提供の

実践を通じて獲得したノウハウを

他の領域に適用することの適否を

知るための最初の取り組みとして

産婦人科研修施設情報及び生殖補

助医療登録施設情報の提供を行っ

た。 

(イ) その成果を検証するためには今後

の継続的な情報提供が必要と考え

られる。 

4) 「周産期医療の広場」の今後の運営方

法について 

(ア) 本研究によって機能充実がはから

れたウェブサイト「周産期医療の

広場」は、月間 7 万件程度のペー

ジビューを獲得し、医療情報を社

会に発信する方法としてインター

ネットを介する方法が一定の有効

性を持つ可能性を示唆するととも

に、その有効性のさらなる検証の

ためには継続的情報提供が必要で

あることを示したと考えられる。 

(イ) 「周産期医療の広場」は開設後多

くのアクセスを獲得すると共に、

分娩取扱施設ならびに周産期医療

施設のデータベースとして、役割

を果たしてきている。今後、適切

な情報の更新を行うことにより、

その役割を果たし続けることが期

待できると考えられる。 

(ウ) 本研究終了後、「周産期医療の広場」

の運営は、本研究班との共同研究

を続けてきた公益社団法人日本産

科婦人科学会医療改革委員会に引

き継がれる方向で、調整が進んで

おり、これまでと同様の情報提供

を続ける予定となっている。 

 

【結論】 

1) インターネットを介した周産期医療情

報提供サイトには、特に分娩取扱施設情

報をを中心に多くのアクセスがあり、こ

の分野の信頼できる情報を提供するサ

ービスに対する社会のニーズが大きい

ことが明らかになった。 

2) 全分娩取扱施設情報を施設機能ごとに

リスト化し、自在に縮尺を変えて地図表

示し、さらにその施設の診療能力によっ

て絞り込み検索を可能とすることによ
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り、わが国全体、及び各地域の周産期医

療提供体制の実情を、さらに容易に検索

できるシステムを構築した。このような

システムをさらに充実させることによ

り、周産期医療提供体制の改善の方策立

案が容易になると考えられた。また、同

様のシステムを用いて、他の診療領域の

施設情報の提供も十分可能と考えられ

た。 

3) 分娩取扱施設情報の提供と同一の方法

を用いて、産婦人科研修施設、生殖補助

医療登録施設情報の提供も開始されて

おり、今後、この方法の有効性について

の検証がさらに可能になってくるもの

と考えられた。 

4) 本研究によって開発された全国統一の

分娩取扱施設情報提供システム及び周

産期医療情報提供システムについては、

今後も公益社団法人日本産科婦人科学

会の事業として引き継がれ、情報提供を

継続することとなっている。 

【研究成果の発表】 なし

 


